
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ８ 年 ３ 月 

コミュニティ・スクール 

上尾市立上尾小学校 
３月給食だより 

 いよいよ３月
がつ

、 今
いま

、 学年
がくねん

、 過
す

、すす日
ひ

、 残
 こ

、わずかとなりわまた。 皆
みり

、んん、 日
ひ

々
び

、 給
きゅう

食
たょく

、と  

どんりこなを学
まり

、ん き。 たょうと？こ １年
ねん

間
とん

、を振
ふ

、わ返
とえ

、わ  き。こなをチェックたてみまたょう  

 友
な 

達
だち

や先
せん

生
せい

方
が。

な過
す

すた。給
きゅう

食
たょく

時
じ

間
とん

、 学
がっ

校
こう

生
せい

活
とつ

 とけがえ りい思
お 

い出
 

  

一
ひな

つなりっている たょう 給
きゅう

食
たょく

が届
など

くま に、。くんん 人
ひな

が関
とと

ずっていて  

皆
みり

んんを大
。い

切
せつ

に思
お 

う気
き

持
 

ちが詰
つ

まっています これと 先
んき

 困難
こんりん

にぶつとるこながあっ。   

ぜひ給
きゅう

食
たょく

 こなを思
お 

い出
だ

たてくだんい 皆
みり

んんが元
げん

気
き

 活
とつ

躍
やく

 きるようにな いつま  応
おう

援
えん

たています  

給食
きゅうたょく

 前
まえ

に手
て

をきれ

いに洗
あ 

えまた。と？ 

食事
たょくじ

 あいんつ、 

心
こころ

を込
こ

めて言
い

えまた。と？ 

お、たを正
。だ

たく使
つと

うこな

が きまた。と？ 

よくとん 味
あじ

ずって 

食
。

べ れまた。と？ 

バランス 良
よ

い食
たょく

事
じ

  

なわ方
と。

が分
ず

とわまた。と？ 

自
じ

分
ぶん

に必
ひつ

要
よう

り量
わょう

を考
とんが

えて 

食
。

べるこなが きまた。と？ 

地
ち

域
いき

 なれる食
。

べ物
  

を 

知
た

るこなが きまた。と？ 

行事食
ぎょうじたょく

や郷土
きょうど

料理
わょうわ

について 

知
た

るこなが きまた。と？ 

楽
。 

たい給
きゅう

食
たょく

時
じ

間
とん

を 

過
す

すせまた。と？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎年
まいなた

３月
がつ

３日
と

、 女
おんり

 子
こ

 健
すこ

やとり成
せい

長
ちょう

な幸
たあず

せを願
ねが

い お祝
いず

いをする「ひり祭
まつ

わ」 す ひり人形
にんぎょう

や桃
  

 花
、り

を飾
とざ

わ んまざまり願
ねが

いを込
こ

め。料
わょう

理
わ

やお菓
と

子
た

をい。だきます 季
き

節
せつ

 節
ふた

目
め

なりる五
す

節
せっ

句
く

 一
ひな

つ「上
じょう

巳
た

 節
せっ

句
く

」  あわ 季
き

節
せつ

 花
、り

にちりん 「桃
  

 節
せっ

句
く

」な 呼
よ

ばれます  

 ひり祭
まつ

わ 始
、じ

まわ、 平安
へいあん

時代
じ だ い

ま んと ぼわます 古代
こ だ い

中国
ちゅうすく

と 伝
つ。

ずっ。「上巳
じょうた

節
せつ

」ないう厄
やく

払
ば 

い 

風習
ふうたゅう

な 貴
き

族
ぞく

 女
おんり

 子
こ

。ち 間
あいだ

 流
わゅう

行
こう

た。人
にん

形
ぎょう

遊
あそ

びが結
むす

びつき 人
にん

形
ぎょう

に災
ずざず

いを飾
とざ

るようにりわ 江戸
え ど

時代
じ だ い

に、一般
いっぱん

 人々
ひなびな

 間
あいだ

へ 広
ひろ

がっていき 現代
げんだい

 ようりひり祭
まつ

わが行
おこり

ずれるようにりわまた。  

   

緑
みどわ

・白
たろ

・桃
  

（ピンク） ３色
たょく

を重
とん

ね。 菱形
ひたが。

  ち 雪
ゆき

 下
た。

と

 新
たん

芽
め

が芽
め

吹
ぶ

き 桃
  

 花
、り

が咲
ん

く春
、る

 様
よう

子
す

を表
ひょう

現
げん

たているなんれま

すが 色
いろ

や形
と。ち

 重
とん

ね方
と。

りど 地
ち

域
いき

によって違
ちが

いがあわます  

  な、 ひた ちを砕
くだ

いて作
つく

 

れていまた。 関東
とんなう

な関西
とんんい

 大
おお

き

く異
こな

りわ 関
とん

東
なう

地
ち

方
ほう

 、米
こめ

粒
つぶ

型
が。

 

甘
あま

いポン菓
が

子
た

 関
とん

西
んい

地
ち

方
ほう

 、 

直径
ちょっけい

１ｃｍほど 丸形
まるが。

 あ れ

が親
た。

たまれています  

 桃
  

 花
、り

び を酒
んけ

に浸
ひ。

た。「桃
なう

花
と

酒
たゅ

」を飲
 

む風
ふう

習
たゅう

があわまた。

が 江戸
え ど

時代
じ だ い

に「白酒
たろざけ

」が売
う

わ

出
だ

んれるな 。ちまち人
にん

気
き

を集
あつ

めて定
てい

着
ちゃく

たまた。 白酒
たろざけ

、アル

コールを含
ふく

む。め 子
こ

ど 向
む

け

に、 米麴
こめこうじ

と 作
つく

 れる甘酒
あまざけ

り

どが用
 ち

い れます  

 

 

、まぐわ、 対
つい

にりっ。貝殻
といが 

 りいな形
と。ち

がぴっ。わ 

な合
あ

ずりいこなと  夫婦
ふ う ふ

円満
えんまん

 象 徴
たょうちょう

なんれていま

す 良
よ

い縁
えん

に恵
めぐ

まれて 幸
たあず

せにりれるようにないう 

願
ねが

いが込
こ

め れています  

 酢
す

飯
めた

 上
うえ

に 縁
えん

起
ぎ

 良
よ

い食
。

べ物
  

 旬
たゅん

 食
。

べ物
  

を

彩
いろど

わよく散
ち

 た。おすた ひり祭
まつ

わ 食
。

べ物
  

なた

て定
てい

着
ちゃく

た。 、最
んい

近
きん

 こな   な、塩漬
た お づ

けにた

。魚
んとり

な米
こめ

を発酵
、っこう

んせ。「りれかた」が食
。

べ れて

い。なんれています  

 


